
  

 

 

令和４年第１０回（１０月）袖ケ浦市教育委員会定例会議事録 

 

 

１ 開催日時  令和４年１０月２７日（木）       午後３時０５分開会 

                            午後３時４０分閉会 

 

２ 開催場所  袖ケ浦市役所 旧館３階大会議室 

 

３ 出席者   

教育長 御園 朋夫 教育長職務代理者 山口 修 

委 員 多田 正行 委 員 髙野 隆晃 

委 員 中村 伸子 

 （欠席委員） なし 

 

４ 出席職員 

    

教育部長 小阪 潤一郎 
教育部次長 

（教育総務課長） 
渡邊 弘 

教育部参事 

（生涯学習課長） 
高浦 正充 スポーツ振興課長 鈴木 靖彦 

スポーツ振興課長 鈴木 靖彦 
学校給食センター 

所長 
島田 宏之 

学校教育課副参事 磯部 正史 教育総務課副参事 竹川 義治 

教育総務課総務庶 

務班長 
君塚 和枝 

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 議 題 

日程第１ 前回会議録の承認について 

 

日程第２ 今回会議録署名人の選出について 

 

日程第３ 教育長・教育部長報告 



  

 

 

日程第４ 議案 

議案第１号   袖ケ浦市立学校給食センター管理運営規則の一部を改正す 

る規則の制定について 

議案第２号   袖ケ浦市第３子以降学校給食費免除実施要綱の一部を改正

する告示の制定について 

 

 

７ 議 事 

   日程第１ 前回会議録の承認について 

 

（教育長） 

   令和４年第９回袖ケ浦市教育委員会定例会の会議録の承認について、賛成の挙  

手を求めます。 

 

（教育長） 

   全員一致で承認されました。 

 

 

日程第２ 今回会議録署名人の選出について 

（教育長） 

中村伸子委員を指名します。 

 

 

日程第３ 教育長・教育部長報告 

（教育長） 

   平川中学校教育長訪問（９月２６日）、高齢者叙勲伝達式（１０月３日）、木更津・

袖ケ浦支部駅伝大会・ロードレース大会視察（１０月５日）、第３回社会教育委員会

議（１０月７日）に出席しました。 

 

（教育部長） 

   高齢者叙勲伝達式（１０月３日）、第３回公民館運営審議会（１０月６日）に出席

しました。 

 

 

日程第４ 議案 

（教育長） 

議案第１号及び議案第２号について事務局の説明を求めます。 

   

 



  

 

 

（学校給食センター所長） 

袖ケ浦市立学校給食センター管理運営規則の一部を改正したいので、袖ケ浦市教 

育委員会行政組織規則第５条第２号の規定により、袖ケ浦市教育委員会の議決を求 

めます。提案理由は、千葉県が令和５年１月から３月までに限り県内市町村が免除 

した第３子以降の学校給食費を一部補助する制度を創設したことから、本制度を活 

用した免除要件の拡大を行うにあたり、関係規則の一部を改正しようとするもので 

す。 

学校給食センター管理運営規則では、第１２条で給食費の減免について、教育委 

員会は次の各号のいずれかに該当するときは、給食費の全部または一部を免除する 

ことができると規定しております。第１号中、学校給食法第３条第２項に規定する 

義務教育諸学校に在学する児童生徒のうち、保護者と同一の世帯で生計を一にして 

いる当該児童生徒が３人以上いる場合を、「児童生徒を含む同一世帯の卑属を保護 

者が３人以上扶養している場合」に改めております。第２条において、第１条で改 

正した条文を元に戻し、第１号中、「（学校給食法第３条第２項に規定する義務教育 

諸学校に在学する児童生徒）を含む同一世帯の卑属を保護者が３人以上扶養してい 

る」のうち、「保護者と同一の世帯で生計を一にしている当該児童生徒が３人以上 

いる」にしようとするものです。附則として、第１条の施行期日は公布の日とし、 

規定は令和５年１月分以後の給食費に適用することとします。 

以上の規定により令和５年１月から３月までに限り、第１子・第２子の年齢制限 

を撤廃し、対象枠の拡大を図ろうとするものであります。 

続きまして、袖ケ浦市第３子以降学校給食費免除実施要綱の一部を改正したいの 

 で、袖ケ浦市教育委員会行政組織規則第５条第２号の規定により、袖ケ浦市教育委 

 員会の議決を求めるものです。令和５年１月から３月までに限り、県内市町村が免 

除した第３子以降の学校給食費を一部補助する制度を創設したことから、本制度を 

活用した免除要件の拡大を行うにあたり、関係要綱の一部を改正しようとするもの 

です。 

第１条では、第１子・第２子の年齢制限撤廃に伴い、在籍小中学校の記載部分を 

削除した代わりに、被扶養者の証明書の添付を裏面にお願いする記載を行い、併せ 

て裏面に添付欄を設けております。第２条では、令和５年４月以降に改正前の書式 

に戻しております。 

施行期日は公布の日からと記載していますが、正しくは公示の日となります。また、

公示の日は議案第１号で提案しました、規則の一部改正と同日で施行しております。 

ただし、第２条については令和５年４月１日からの施行とし、改正様式の使用は、 

１月分から３月分の給食費免除について適用し、令和５年４月分以後の給食費につ 

いては従前の様式を適用しようとするものです。 

 

（教育長） 

  委員に質疑を求めます。 

 

 



  

 

 

（教育長職務代理者） 

  児童生徒を含む同一世帯の卑属を保護者が３人以上扶養している場合と、保護者

と同一の世帯で生計を一にしている当該児童生徒が３人以上いる場合をわかりやす

く説明願います。 

 

（学校給食センター所長） 

今までの規則だと小中学校に３人以上通っていることを指していましたが、令和

５年１月から３月までの規則によると第１子・２子の年齢制限を撤廃し、何歳でも

扶養になっていれば対象となりますが、第３子以降は袖ケ浦市立の小中学校に通っ

ていることが条件という枠組みとなっています。 

県の補助は１/２で、残りの１/２は市が負担するという考えで、市の負担が 

１００万円程度で許容できる範囲であることから、３か月間だけは年齢制限を撤廃

できるということです。お子さんがたくさんいる家庭は大変なので、３か月間だけ

でも対象者の枠を広げて支援しようとするものです。 

 

（教育長） 

県の補助金がこれからずっと続く前提であったものが、令和５年１月から３月ま

での３か月間と明記してきたので、県に合わせて支援を実施しようとするものです。 

 

（髙野委員） 

３か月間だけとなると保護者が混乱されると思うので、県に要望を出すことがで 

 きれば、せっかく経済的に軽減されたものが元に戻ってしまうので、一時しのぎで 

 はなく、継続的な支援を求めるべきだと思います。こういった意見を県に伝え、規 

 則が元に戻らないようになることを望みます。 

 

（学校給食センター所長） 

来年度以降については特に県の方から情報がない状況ですので、市としては県の

補助金を利用して免除要件の拡大せざるを得ないところです。保護者の方々が混乱

しないように、今後実施するにあたってのお知らせと申請書の提出を依頼する中で

周知していきたいと考えております。 

 

（髙野委員） 

第１子・２子の証明書の中に被保険者証と記載していますが、マイナ保険証でも

よいのでしょうか。 

 

（学校給食センター所長） 

被扶養者ということを証明するのに代表的なものとして被保険者証と記載してい 

ますが、源泉徴収票や確定申告の申請者の控えでも可能です。ただ、マイナ保険証 

は被扶養者の記載がないため、証拠書類としては除いております。 

 



  

 

 

（教育長職務代理者） 

該当する家庭はどのくらい安くなりますか。 

 

（学校給食センター所長） 

３か月分の給食費ですので、１人当たり中学生だと約１５，０００円、小学生だ

と約１２，０００円免除されます。 

 

（教育長） 

補助金として受けられるものは受けて市民の方々に還元しようというのが私たちの

基本的な考え方であります。混乱するかもしれないですが、３か月分でもありがたいと

考えております。 

 

（中村委員） 

県から文書がきて、お金を出す余裕がないからと事業をやらない自治体が出てく 

るのか、それとも絶対にやらなければいけないのですか。 

 

（学校給食センター所長） 

今年７月頃、県が各市町村に「このような事業を行う予定ですが、第３子無償化 

の事業をしますか」といったアンケートをとっています。３か月間ということは知ら 

ない状態で、この時点で実施していない県内の市町村は３３市町村でした。そのうち 

令和５年１月から実施すると回答したところは２２市町村、令和５年４月から実施す 

ると回答したところは４市町村、実施はしないと回答したところは７市町村でした。

  

（教育長） 

   議案第１号について、賛成の挙手を求めます。 

 

（教育長） 

   議案第１号は賛成全員で原案どおり議決されました。 

 

（教育長） 

   議案第２号について、賛成の挙手を求めます。 

 

（教育長） 

   議案第２号は賛成全員で原案どおり議決されました。 

 

 

 

以上 


